
 

 
 

糸崎の仏舞は、２年に１回の４月１８日に奉納されます。舞人は８人います。頭に飾り

のついた三角の白い布をかぶり手になにも持たない４人を手仏
てぼとけ

※１と呼びます。他の４人は、

頭に天使のかんむりの様なものをかぶります。そのうち、左手に小さい太鼓を持ち、両手

にバチを握る２人を撥 仏
はしぼとけ

※２と呼びます。もう２人は、左手に小さい太鼓を持ち、右手に撥

を握っており、打
だ

鼓仏
ごぼとけ

※３といいます。舞人の他に、金色の仏の面を付け、頭に鳥
え

帽子
ぼ し

かぶ

る念
ねん

菩薩
ぼさつ

※４と呼ばれる人が２人います。青色の法衣
ほうい

と 袴
はかま

に口を開けた念仏を阿
あ

、口を閉

じた念仏を吽
うん

といいます。この念菩薩は、金色の仏の面を付け、頭に鳥
え

帽子
ぼ し

をかぶってい

ます。さらに、白の法衣
ほうい

と 袴
はかま

に白色の童子
どうじ

面をつけ、頭に天
てん

冠
かん

をのせた角
かど

守
まも

り※５と呼ば

れる２人の幼児が登場します。また、 楽 人
うたいまいのひと

※６という演奏者がいます。 楽 人
うたいまいのひと

は、頭

に鳥
え

帽子
ぼ し

をのせ、紫の 袴
はかま

に金色の上着を着け、 龍
りゅう

笛
てき

、篳篥
ひちりき

、が各３名、 笙
しょう

と楽
がく

太鼓
たいこ

が

１人ずついます。舞は太鼓と 鐘
しょう

の音に合わせて舞います。服装は金色の服の人が楽器を演

奏し（ 龍
りゅう

笛
てき

など）座って演奏しています。舞う人は黒の服で棒を持っている人と持ってな

い人がいます。子供は白の服で手を合わせています。一番太鼓の舞、二番太鼓の舞、三番太

鼓の舞があり、それぞれに意味があります。

一番太鼓と二番太鼓の音にあわせて８人の

舞人が中央に集まり、円になって舞います。

三番太鼓の舞では、舞ながら１人ずつ抜けて

いきます。最後１人になったときのことを舞

残りといいます。 
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【所在地】福井県
ふくいけん

福井市
ふ く いし

糸 崎 町
いとさきちょう

 【保護団体】糸崎寺佛
いとさきじほとけ

舞
まい

保存会
ほぞんかい

 

【奉納期日】隔年（西暦奇数年）４月１８日【指定期日】平成１６年２月６日指定 

 

～仏舞紹介～ 

 



傍線部の詳しい説明 
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